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2022-23 INTERNATIONAL ROTARY DISTRICT2770 

ROTARY CLUB OF IWATSUKI  

since 1963 

Weekly Report 
クラブ・スローガン  Ｌｏｖｅ ～愛をもって今を生きる～ 

会長の時間     第 61 代会長 田畑 寛樹 

田畑寛樹年度第 20回     通算 2826例会      令和 6年 1月 18日 

◆次回の例会◆ 令和 6 年 1 月 25 日（木）  外部卓話     点鐘：18：00 会場：ふな又 

 

 

親愛なる皆様、こんにちは。 

本日も皆様にお会いできたことに 

感謝を申し上げます。 

 

 本日はお客様として、大宮西ロ 

ータリークラブ会長藤嶋剛史様を 

お迎えしております。ようこそ岩 

槻ロータリークラブへ。私たちは 

藤嶋様の訪問を心から歓迎致しま 

す。どうぞ時間の許す限り自慢の岩槻ロータリークラブを

楽しんでいただけましたら幸いと存じます。 

 

 先日はプログラム・親睦委員会主管の 1 月 11 日（木）第

1 例会（新年例会）にたくさんのご参加をいただきまして、

誠にありがとうございました。例会を開催するにあたり、

小林篤部門委員長、三浦委員長、内藤副委員長を始めとす

る委員会の皆様による企画の立案から当日の準備に至るま

で、誠にありがとうございました。お陰様でとても楽しい

時間を皆で過ごすことができました。 

 この日は鏡開きでもあり、昨年ふな又様の神様へお供え

をして、歳神様のパワーがたくさん入ったお酒（鏡酒）を

いただき、皆様の無病息災を願うこともできて、この一年、

2024 年もとても楽しみです。 

 

 最近の出来事で気づきを得たことがございましたので紹

介したいと思います。 

 本日はこの後理事会がございます。その上程する議案書

の中に管理運営委員会主管のものがあります。伊藤真守委

員長は未だ理事ではないので、議案書の作成はしても小林

篤部門委員長が上程をいたします。議案書を作成するにあ

たり伊藤委員長、委員会メンバーである鈴木直前会長とや

り取りをさせていただきましたが、たくさんのアイデアが

出てきましたのでどうなるのかとても楽しみでした。いよ

いよ作成する段階まで来た時には正副委員長への指導を含

めながらの鈴木直前の姿勢は、面倒見が良く頼りになる先

輩であると同時に、百戦錬磨の経営者の顔も見させていた

だいて、私自身勉強をさせていただきました。そして、み

んなで協力することの素晴らしさを会長になってからも

日々体感させていただいている次第です。私は皆様の事を

信じております。みんなが主役、下期はもっと皆様にお願

いをさせていただきます。そして、それらを私は全うしま

す。 

 

幹事報告            幹事 関根 信行 

① 2024 年 1 月のロータリーレ 

ートは、1 ドル＝141 円です。 

② 日韓青少年交換訪日団日程表、 

岩槻に来る方の仔細です。 

お目通しをお願い致します。 

③ 2023-2024 年度国際ロータリー 

第 2770 地区第 3・第 4 グルー 

プインターシティ・ミーティ 

ングが 2024年 2月 2 日開催 

されますのでご出席をお願い致します。 

④ 佐藤芳郎国際ロータリー理事主催日本人親善朝食会 

2024 年 5 月 26 日 7 時開場 7：30 開会 9：00 閉会 

（シンガポール国際大会）申込締切は 2 月 15 日 

⑤ 岩槻東 RC より「1 月 23 日に中里パストガバナーが卓話

に来ます。メーキャップに来ませんか？」とお誘いがあ

りました。参加希望の方は 1月 18 日迄に事務局までお

知らせください。 

⑥ 国際ロータリー第 2770 地区会員増強維持部門よりワイ

ン同好会のお誘いが来ております。2024 年 3 月 1 日 18

時からです。〆切は 2024月 1月 31 日です。 

⑦ 公益財団法人ロータリー米山記念奨学会よりハイライ

トよねやまが来ております。 

⑧ RI 日本事務局より財団室 NEWS が届いております。 

⑨ 城下町岩槻鷹狩り行列実行委員会より協賛お礼が届い

ております 

⑩ 大宮北ＲＣ、岩槻東ＲC より 1 月の例会案内。 

⑪ 大宮西 RC 大宮北 RC 岩槻東 RC より週報が届いておりま 

す。 

 

藤嶋様、本日はパスト米山記念奨学部門委員長としての

卓話をとても楽しみにしております。 

 それでは最後に、『私たちは、利他の心を養い、人を育て

るとともに、献身的な奉仕活動を行う世界的な団体です。』 

 『私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の中

で、持続可能な良い変化を生むために、人びとが手を取り

合って行動する世界を目指しています。』 

 

 世界（all）が愛に溢れ、幸せでありますように。 

以上で会長の時間とさせていただきます。 

皆様、本日も何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：管理運営委員会  委員長 伊藤真守 副委員長 松永豪 委員 中村正 原田晃博 鈴木真樹 田中芳明 樵康史 

 

青少年・財団・米山委員会 委員長 岡野 育広 
 

本日は卓話者として、2021～2022 年度第 2770 地区米山

記念奨学部門委員長を務められた大宮西ロータリークラ

ブ会長の藤嶋剛史様にお越しいただきました。 

 お忙しい中ありがとうございます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 

 

大宮西ロータリークラブ会長  藤嶋 剛史 様 
  

久しぶりの米山卓話にな 

ります。最後が米山第 2 月 

間の 3 月に浦和東ＲＣでし 

たので 2 年ぶりになります。 

今回このような機会をい 

ただいてありがたいと思っ 

ております。 

 

 まず、米山奨学事業をひ 

と言で表せと言われたら、 

間違いなくこちらになると 

思います。 
 

 

「日本と世界を結ぶ人づくり」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓話              米山記念奨学事業 委員会報告               

職業・社会・国際奉仕委員会 

      委員長 鈴木 真樹 

本年度の地区補助金を利用する 

2024 年 3 月に開催予定の「ホー 

プフルキッカーズ」に向け、1 月 

23 日（火）18：00 よりクラブ事 

務所にて炉辺を行いますので、委 

員会メンバーの方は出席のほどお 

願いいたします。 

 

 

青少年・財団・米山委員会  

委員長 岡野 育広 
●2024 年 2 月 1 日～6 日に訪日す 

る韓国 3750 地区インターアク 

トの学生たちの日程表を皆様の 

お手元に配布させて頂きました。 

ホストファミリーの家や集合場 

所に学生を送迎するお手伝いを 

して頂ける方、何卒ご協力をよ 

ろしくお願い致します。 

●1 月 22 日 29 日の月曜日、岩槻高校インターアクトクラ 

ブが学校から岩槻駅の間や周辺の清掃活動を行います。 

時間は 16 時頃ですのでご協力頂ける方は宜しくお願い 

致します。そして田畑会長とのお話で、その時に能登半 

島への支援を目的として募金活動もできれば良いかなと 

思いますので、皆様にお知らせ申し上げます。 

 

 

ペットボトルキャップ回収 

      会長 田畑 寛樹 

ペットボトルキャップ回収にご協 

力をお願いします。 

回収用の袋を用意しておきますの 

で宜しくお願いします。 

表彰               

昨年１１月に行われた地区大会において細淵雅邦直前ガ

バナーより、2022～2023 年度第 2770 地区国際奉仕部門委員

長を務められた原田晃博会員に贈られた感謝状が先日クラ

ブに届きました。 

本日あらためて会長から原田会員にお渡ししました。 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆次回の例会◆ 令和 6 年 1 月 25 日（木）  外部卓話     点鐘：18：00 会場：ふな又 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：管理運営委員会  委員長 伊藤真守 副委員長 松永豪 委員 中村正 原田晃博 鈴木真樹 田中芳明 樵康史 

 

出 席 報 告 
会員数 出席数 免除者 ＭＵ 出席率 

21 11  4 71.43％ 

 
スマイル報告 

本日のスマイル合計 18,000 円 

年間累計額 399,000 円 

 

スマイルＢＯＸ              

ビジター 

大宮西ＲＣ会長 藤嶋剛史 様 

「久しぶりの米山卓話、きっとこれが最後かと思います。

貴重な機会を頂きありがとうございます。皆様がもっと米

山を好きになって頂けたら幸いです。」 

メンバー（50 音順） 

池田智昭 本年もよろしくお願いいたします。 

岡野育広 藤嶋会長、本日の卓話をよろしくお願い致しま 

す。 

小林 篤 藤嶋会長、本日よろしくお願いいたします。 

鈴木真樹 藤嶋会長、本日は宜しくお願いします。 

関根信行 藤嶋会長、卓話よろしくお願い致します。 

田畑寛樹 親愛なる皆様、こんにちは。先日は新年例会に 

たくさんのご参加下さいまして誠にありがとう 

ございます。本日は藤嶋会長より卓話をいただ 

きます。とても楽しみにしております。 

皆様本日も何卒宜しくお願い申し上げます。 

津多一幸 本日よりよろしくお願いします。 

中村 正 お客様ようこそ！ 

原田晃博 藤嶋大宮西ＲＣ会長、卓話宜しくお願い致しま 

す。 

眞々田悟 本日も宜しくお願い致します。 

三浦宣之 藤嶋さん本日は宜しくお願いします。 

 

ロータリーのよき理解者として、 

将来日本と母国との懸け橋となる   
この事業の成功には、奨学生とロータリアンの良好な関

係が欠かせません。奨学生と接する際にはぜひ、「自分の

子どもや孫が海外に留学したとき、現地の大人がどんな風

に接してくれたら嬉しいだろう」 そんな風に考えてみてく

ださい。 

それは前述した、米山氏がよく口にし、子どもたちに教

えた「何事も、人々からして欲しいと望むことは、人々に

もそのようにせよ」 という言葉、そのものではないでしょ

うか。 

それぞれの奨学生に、それぞれの事情 
日本で天涯孤独になった子、学費が払えず東京の有名私大から埼

大へ移った子、米山奨学金があったから日本に残れた子な

ど、皆一見ではわからない事情があり、思っている以上に若

い人たちの将来を助けています。 

長い目で。あたたかい目で。 
彼らが「懸け橋」となるのは、成長し社会的地位を得る、

もっと先の事です。この事業は 「未来に種を蒔く」 事業 

であり、皆様のお子さんやお孫さんが中心となる社会に国

際理解、親善、平和の実を結ぶ事業です。 

 

米山記念奨学事業の特徴 
日本独自の国際奉仕プログラム、全３４地区の多地区合同活動 

◆民間最大の奨学事業 （２０２１年９１０人、累計２２，

２６７人、１２９の国・地域） 

◆最大の特徴「世話クラブ・カウンセラー制度」 

 経済的支援だけでなく奨学生の心をケアし、ロータリ 

アンとの交流を通じて学校ではできない国際・文化交 

流を行い相互に理解を深め、奉仕の精神・ＲＣ精神を 

学び「ロータリーのよき理解者として、将来日本と母 

国との懸け橋になるなど、国際親善に尽くす人材を育 

てる 」 事業 

  （個人的に、地区米山部門の活動をしていると、青年 

会議所のアカデミーを非常に思い出します） 

◆将来日本との懸け橋になりうる人材かが重要。勉学の 

意欲が 高い、人物面や学業面が優秀である、そして、交 

流への意欲 

◆経済状況、家庭状況は評価の対象外（非救貧型） 

 …よく言われる意見 

 ・日本の貧しい学生の支援に変えた方が良いのでは？ 

 ・日本の貧しい学生にも対象を広げたらどうか？ 

   →それは、「米山記念奨学事業」ではありません。 

     別の事業を新しく作ってください。 

米山奨学事業は、平和のためにつくられた「国際奉仕事

業」であり、あくまで懸け橋となる「外国人留学生」の

みを支援します。 

 

 

奨学事業の価値は、どんな学生を採用したかで決まると

言われます。米山奨学事業ではさらに、どんな風に育てた

か、育ってくれたかが重要です。 

ある大学の先生が、「ウチには何にでも興味一杯で、い

つも目をキラキラさせてる留学生の子がたくさんいるんで

す」と言っていたのが心に残っています。 

米山部門はそんな子を一人でも多く採用し、将来の「架け

橋」に育ってくれるよう、各クラブのお手伝いをしてまい

ります。 

皆さんが今以上に 「米山」に興味を持っていただき、そ

れが貴重な 「ご寄付」 につながれば幸いです。 

 

 


